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新
法
人
J
A
U
W

東
京
支
部
の
方
向

支
部
長

小
澤

紀
子

本
部
関
係
者
の
5
年
余
に
わ
た
る
ご
苦

労
に
よ
り
、
法
人
格
変
更
が
成
し
遂
げ
ら

れ
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
部
規
程
変
更
に
と
も
な
い
支
部
の
活

動
や
財
務
処
理
も
内
閣
府
の
監
督
の
下
で

行
う
こ
と
と
な
り
、
例
年
と
は
勝
手
が
違

い
ま
す
。
2
年
前
と
比
べ
て
異
な
る
点
を

説
明
し
ま
す
。

1
.
支
部
活
動

講
演
会
や
見
学
会
は
従
来
と
同
じ
よ
う

に
行
い
ま
す
。
異
な
る
点
は
向
う
脆
年
間

公
益
事
業
経
費
を
一
定
額
出
費
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

国
内
奨
学
金
制
度
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

本
部
主
催
の
も
の
は
研
究
者
に
対
し
て
給

付
さ
れ
、
将
来
の
指
導
者
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
東
京

支
部
主
催
の
も
の
は
実
務
を
通
し
て
社
会

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
を
応
接
し
ま

す
。
女
性
は
、
職
業
に
就
い
た
後
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
退
職
や
休
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
。
職
を
離

れ
た
間
の
空
白
を
取
り
戻
す
た
め
に
大
学

や
大
学
院
に
戻
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
学

問
に
対
す
る
姿
勢
は
一
層
真
剣
と
な
り
ま

し
ょ
う
。
支
部
は
そ
う
い
う
方
を
支
援
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
予
算
使
途
の
制
限

等
を
勘
案
し
て
、
1
人
年
額
2
0
万
円
1
回

支
給
を
原
案
と
し
て
、
目
下
規
程
作
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

2
.
本
部
と
の
関
わ
り

東
京
支
部
は
本
部
と
共
に
共
催
・
協
働

す
る
と
い
う
仕
事
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

一
昨
年
度
は
全
国
総
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
新
春
の
つ
ど
い
、
国
際
奨
学
委
貝
会

行
事
、
国
内
奨
学
安
貞
会
行
事
、
各
種
委

貝
会
案
内
状
発
送
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
手
が
回
ら
ず
、
国
際
奨
学
委
貝

会
共
催
を
外
し
ま
し
た
。
支
部
委
員
会
の

体
力
と
相
談
し
っ
つ
、
今
後
は
ど
こ
ま
で

共
催
や
協
働
が
で
き
る
か
弾
力
的
に
決
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
本
部
事
務
所
を
お
借
り
し
て
い
る

お
陰
で
書
類
の
保
管
、
会
議
室
の
確
保
、

外
部
か
ら
東
京
支
部
へ
か
か
る
問
い
合
わ

せ
等
に
本
部
事
務
貝
が
な
す
対
応
は
重
要

で
あ
り
、
支
部
委
貝
が
常
駐
し
な
く
て
も

済
む
等
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

3
.
2
年
後
の
東
京
支
部
安
貞
会

旧
委
貝
は
新
委
貝
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
交

代
す
る
た
め
に
、
と
も
し
び
2
0
1
1
年

発
行
号
で
会
費
の
使
わ
れ
方
や
会
員
の
年

齢
構
成
を
グ
ラ
フ
化
し
て
現
状
を
訴
え
、

委
員
の
仲
間
入
り
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
結
局
叶
わ
ず
、
取
り
あ
え
ず
そ
の
ま

ま
の
顔
ぶ
れ
で
新
委
貝
会
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
2
年
後
に
は
こ
の
ま
ま
で
の
続
投

は
困
難
で
す
。
代
わ
り
に
少
人
数
で
の
支

部
運
営
体
制
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
本
部

協
働
作
業
を
本
部
一
体
化
作
業
と
す
る

か
、
支
部
存
続
を
か
け
て
慎
重
に
関
係
者

と
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
貝
に
お
か
れ
ま
し
て
は
深
刻
に
受
け

止
め
て
、
交
代
で
も
よ
い
の
で
委
貝
業
務

に
ご
協
力
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
国
内
奨
学
金
制
度
の
新
設
」

に
つ
い
て

こ
の
た
び
新
規
事
業
と
し
て
国
内
奨

学
金
制
度
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
支
給

対
象
は
就
業
経
験
が
あ
り
、
再
度
学
業

を
極
め
た
い
と
い
う
意
欲
あ
ふ
れ
る
女

性
で
す
。
将
来
は
そ
の
勉
学
の
成
果
を

実
務
に
生
か
し
、
広
く
社
会
に
還
元
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
奨
学
金
の
規
程
お
よ
び
募
集

要
項
な
ど
の
詳
細
を
詰
め
て
い
る
段
階

で
す
。
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2012年度東京支部収支予筆書(正味財産増減計算書)(2012年4別口-柳13年3月31日) 蝿円 

科 目 

璽然暮霊夢全書† 
その他軍書† 暮霊5暮重6 

支櫨請 菓子重1 寒霊2 事霊3 暮重4 

〇番・照男、セミナー によIIさま複合 

実学含噛付・ 田嘱奨学生・ iFUW及び田内女 
小冊 会報暴行筆 会葵活動 小冊 

研究蔓動重簾 大樹書庫重義 性団体との協き 

重葛i櫨正味肋露地減の龍 
雄農機職の田 

1. (1) iぼく寛1整蓋 

支部活動富 で●ポヾ’ウム・鶴満会・刷印四匹棄取繕 

100.(鳩0 賞I.0調) 130.(蜘0 2:褐.00 抑.00 428.(東調 558.00 

ン′′′・ン

i重で 支離盤へ町業収得 

割).調) 
その他の行Ⅲ馨調書 躍"Ⅲ野付金 

0 敦).()億) 50.()調) 

・要・政利 」照 
0 1.00 1.〔朋) L00 

その僧服香南 本部会甜からの麗人金収入(交付金) 

0 
0 130.000 

279.(調 幻900 279.0調) 

鰹篇Ⅲ益が 1(動く脚0 30iOOO 228.000 530.000 758.000 888.脚0 

(2)たく雑書用 Ⅲ葉書 

上ふ′ 70調) 紬00 100.(職場 l(東).(議) 100(東東) 

200.(東調 200.(東調 

【読書墾田 棚橋研究書 奨学金 
200(朋 00.00 200.調) 0 

会嘘富 
0 20.00 

20(調0 1(調.(東調 50.(議) 

額).00 

会場富 験す:董過賞 卿.(m 0 鯛I.調) 
100.(朋 望I.(議) 100.00 70.(職場 

逝信連級富 2.()α) 2_(職場 4.(調 50_(調〕 20.(調) 70.(東調 

74.(朋 100.(東調 1望I.(脚 

消 印 耗品質 馴整木賃 

脚.00 500 

10.(則 

仙撃 20臆00 140.()調) 00.0剛) 10.(東調 60.()調) 150.(朋) 

水琴手書 500 10.(朋 5.(議) 5.(朋 10.00 

20.(朋 100.(朋) 

光購 掘盤金 支払観相金 

0 100.()調) 100.0調) 

腫盆 

支払助. 支払寄付念 掘金賞 

劇場・哲科鷹入賞 

獲).00 1.114.(調0 

雑書 
20(調0 5.00 312(調0 5.(職場 112.00 

10.(膜) 444.000 5.(東調 220.000 5.(議) 450.000 10(議) 670.000 

緩雑書用晴 
-20(調0 -212000 -82000 -314.脚0 き.0(調 田O.0(脚 的i脚O ーZ26i調間 

当期 2 軽減確I手教漢葵 iぼく南外重暮雪教の田l 

榔.(朋) 
●職 一般正味財巌棚減翻 -314.(動0 -2こ鵜.(膜) 

コ期」 一般正味財賎劇壇摸廓 
4-149_520 

0 榔.00 

4ふ149.与20 

一般正味的巌期末嬢廓 Ⅲ正味断崖期末う浸種 

3鰍掲.520 3.排導.520 

喜臆喜 

2011年度東京支部正味財産増減講義書(2011年4月l日-柳12年3月31日) 蝿円 

科 目 

璽策i暮霊夢貧相● 

その他う重言† 暮霊5暮重6 
支日動 事霊1 事饗2 暮重3 暮饗4 

セミナー・ 調を鯖寝 奨学会賦付・ 碍腐実働章意 

田瞭異学"支録 
i戸UW及び田内女 性団体との協後 

小冊 広録・物種 会具活動 小冊 

重一越五臓肋艦章〃減の薗 
i教の田 

1.iぽ (1)纏 (寛「章○ 1脈Ⅲ蓋 

(鵜7.()億) 

玉髄活動富 、、∫ 瀞へ・重職蹄)町姿皿二糖 

1(調0飢) 100(脚 200.00 200.(X調 467.00 櫛7.(議) 
l-11l 

ン/ポジウム・糧云 支離憾合冊嚢服益 

7.(東調 60一(動0 
7.00 00.調) 

その他の行狐馨蘭書 
0 0 

700 

・里・皿等書付金 
iI--- 

母取利口 
0 836 8櫛 関騰 

の他収‡藍 

100000 

100(朋) 

100.000 

100.調) 

200.000 

0 20.00 
100 徴) 諜 

そ 本邸 会計からの繊人金収入 
0 20.(東調 

1脚的0 0 3脚.000 554.836 754.836 1.0軸 836 

縄簾Ⅲ重き† (2)た軍書用 

軍事業賢 ・奨学金 
100.00 40.(議) 140.α東) 0 

140.α調 300.(職場 18」的2 

緒軒手当 金心霊富 

50_調) 6簿 糾168 

i調、(東東) 

彗籍 1望).00 3.356 

1望).00 15.446 11.00 

1望).00 15.44后 

〇 〇〇〇・ 4()α) 馳.1(迫 11(00 99.1館 

会場青 線教交通富 

縄I億調 3.115 獲)(東責) 

縄).00) 3.115 

〃○○漢和の 
鵜.950 与4,900 

製 00 

.950 

】血信連 寄重富 
2.600 

55.110 75.001 

57.740 .8与与 

消耗品富 印刷盤本質 

襖IOα) 00032 00.032 40.調) 115、001 195 .0鑓 

与(東調 

0 142.300 

142300 10.(議) 

142 

諜 
章ト冒 500 10.00 10.00 徴) 

把持水 消耗什器輝品富 
200.(朋 

掘出金 賞)(東調 望).00 100.00 100.(東調 100.(X調 

支払tl‡日金 

暖金 

支払助 支払智子 書手念 

掘念書 

I 図書"薗野原入賞 

雑録 本部盆 d†への糠人命支出 

10.(朋 10.(〕α) 0 10.(〕調) 

纏軍書用 g† 237,掲9 175,000 201.732 614.671 184.930 471.507 656,437 1i271.108 

当期離農 2軽く寛 重i三〇〇〇 外書t減しの圏 

-137.939 -75.000 -101.732 -314.671 15.070 83.329 98.399 -216.書72 

当期一般正味財凝棚減棚 一般正味相席朋甘嬢砺 

-314.671 98う99 -216272 

4.輔.792 

0 98う99 

4.365.792 

一・置雷正味財I観劇幕難聴 
4.051.121 4.149.与20 

Ⅲ 正味蘭農期栗棟接 

厳正に監査致しました結果、正接に記載されており調速いないことを粧明致します。
釦12年3月31日 会計監査 佐々木澄子

会計監査 衣川 淳子
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(
新
し
い
会
計
処
理
に
つ
い
て
)

大
学
女
性
協
会
は
、
今
年
度
か
ら
新
生

「
一
般
社
団
法
人
大
学
女
性
協
会
」
と
し

て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
会
計
処
理
の
方
法
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
東
京
支
部
独
自
の
方
法

で
、
決
算
書
、
予
算
書
の
作
成
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
新
法
人
に
移
行
後
は
、
本
部

と
一
体
に
な
っ
た
会
計
処
理
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
決
算
書
、
予
算
書
の
フ

ォ
ー
ム
も
こ
れ
ま
で
見
慣
れ
た
も
の
と
は

様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

大
き
な
変
更
点
は
、
実
施
事
業
等
会
計

(
公
益
目
的
事
業
会
計
)
と
、
そ
の
他
会

計
に
分
け
て
会
計
処
理
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
の
実
施
事
業
等
会
計
も

目
的
別
に
、
事
業
1

(
調
査
・
研
究
、
セ

ミ
ナ
ー
に
よ
り
啓
発
提
言
)
、
事
業
2
(
奨

学
金
給
付
・
研
究
奨
励
事
業
)
、
事
業
3
(
国

際
奨
学
金
・
人
材
育
成
事
業
)
、
事
業
4
(
東

京
支
部
で
は
実
施
し
な
い
)

に
分
け
ら
れ

ま
す
。
他
方
、
そ
の
他
会
計
も
事
業
5
(
会

報
発
行
等
)
、
事
業
6
(
会
貝
活
動
)

に

分
け
ら
れ
ま
す
。

別
紙
の
予
算
書
で
、
通
信
運
搬
費
を
例

に
と
っ
て
説
明
す
る
と
、
通
信
運
搬
費

は
、
事
業
2
、
3
、
5
、
6
に
振
り
分
け

ら
れ
て
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

形
式
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
計

上
の
仕
方
よ
り
使
途
が
よ
り
明
確
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
で
、
ど
う
い
う
費
用
が
い
く
ら
使
わ

れ
て
い
る
の
か
が
明
確
に
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
フ
ォ
ー
ム
の
特

徴
で
す
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
公
益
法
人
と
し
て
蓄

積
し
て
き
た
残
余
財
産
(
約
4
1
5
万
円
)

は
、
約
1
6
年
で
公
益
目
的
事
業
で
使
い
切

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

従
来
ど
お
り
の
活
動
で
は
、
使
い
切
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

新
た
に
東
京
支
部
独
自
の
国
内
奨
学
金
制

度
を
事
業
化
す
る
計
画
を
立
て
て
予
算
に

組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
そ
の
他
会
計
で
は
、
期

首
残
高
は
0
円
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
活
動
費
等
を
積
み
立

て
、
期
末
残
高
を
増
額
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

例
え
て
言
え
ば
、
東
京
支
部
は
今
、
実

施
事
業
等
会
計
と
い
う
高
額
の
お
金
で
、

パ
ン
パ
ン
に
膨
れ
上
が
っ
た
大
き
な
お
財

布
と
、
そ
の
他
会
計
と
い
う
空
っ
ぽ
の
お

財
布
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
き
な
お
財
布
の
中
身
は
、
公
益
目

的
事
業
で
約
1
6
年
で
使
い
切
り
、
空
っ
ぽ

の
お
財
布
は
、
新
た
な
活
動
資
金
と
す
る

た
め
の
中
身
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
年
会
費
は
、
従
来
ど
お
り
、

9
0
0
0
円
徴
収
し
ま
す
が
、
そ
の
内
訳

は
昨
年
度
ま
で
と
は
異
な
り
、
本
部
会
費

7
0
0
0
円
、
支
部
活
動
費
2
0
0
0
円

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
本
部
に
納
入
し

た
本
部
会
費
か
ら
、
1
0
0
0
円
が
支
部

へ
の
交
付
金
と
し
て
戻
っ
て
き
ま
す
。

東
京
支
部
は
、
本
部
の
事
務
所
を
使
用

し
て
い
る
立
場
上
、
使
用
料
の
支
払
い
が

発
生
し
ま
す
。
こ
の
使
用
料
は
給
料
手

当
、
光
熱
水
料
費
、
消
耗
品
費
の
一
部
を

東
京
支
部
が
負
担
す
る
形
で
支
払
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
も
こ
の
形
を
と
り
ま

す
。
昨
年
度
は
、
本
部
へ
の
支
払
い
は
総

額
で
館
万
円
で
し
た
。
今
年
度
は
、
1
人

1
0
0
0
円
と
し
て
、
総
額
で
0
0
万
円
に

減
額
さ
れ
ま
し
た
。
内
訳
は
、
給
料
手
当

2
0
万
円
、
光
熱
水
料
費
2
万
円
、
消
耗
品

費
8
万
円
で
す
。
予
算
書
で
の
消
耗
品
費

1
0
万
円
は
、
東
京
支
部
の
消
耗
品
費
2
万

円
が
上
乗
せ
さ
れ
た
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。以

上
が
、
主
た
る
変
更
点
の
概
略
で

す
。
今
後
は
新
会
計
基
準
に
則
っ
た
会
計

フ
ォ
ー
ム
で
計
上
し
て
い
き
ま
す
。
(
鈴
川
)

事
業
報
告
・
予
定

4
・
2
 
1

東
京
支
部
総
会

記
念
請
演

「
光
き
ら
め
く
モ
ロ
ッ
コ
」

講
師

広
瀬
晴
子
氏

-
」
J
・
9

5
・
1
 
2

̃
1
3

東
京
支
部
国
際
奨
学
金
送
金

カ
ル
メ
ラ
・
タ
ン
ポ
ン
ゴ
ク
さ
ん

(
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

I
A
U
W

第
一
回
定
時
会
員
総
会

於
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

(
東
京
)

7
・
2
5

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」

第
5
2
号
発
行

9
・
2
2

講
演
会
「
国
連
と
私
た
ち
」

講
師

房
野

桂
氏

神
奈
川
支
部
と
共
催

1
0
・
1
4

I
A
U
W
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

於
・
日
本
女
子
大
学

新
京
山
館

1
 
1
・
2
0

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学
会

「
ソ
ラ
マ
チ
で
食
事
を
し
て

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
の
ぼ
ろ
、
つ
」

2
0
1
3
年

1
・
1
2

新
春
の
つ
ど
い
・

国
内
奨
学
金
贈
呈
式

3
・
2
5

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」

第
5
3
号
発
行

*
新
た
な
企
画
は
、
そ
の
都
度
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。



第52号(4)び園
長もγ

)
2012年7月25日

2
0
1
2
年
東
京
支
部
総
会
報
告

一
般
社
団
法
人
に
移
行
後
初
め
て
の
東

京
支
部
総
会
は
、
4
月
2
1
日

(
土
)
津
田

ホ
ー
ル
内
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

認
名
の
出
席
者
と
1
1
6
名
の
有
効
委

任
状
提
出
が
あ
り
、
計
1
5
4
名
で
総
会

は
成
立
し
た
。

新
し
い
法
人
の
出
発
に
あ
た
り
建
設
的

な
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
小
澤
紀

子
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
青
木
怜
子
会
長

よ
り
、
東
京
支
部
は
人
数
が
少
な
く
な
っ

た
が
大
学
女
性
協
会
の
中
の
大
き
な
パ

ワ
ー
と
し
て
本
部
と
協
力
し
な
が
ら
、
な

お
か
つ
本
部
に
発
信
し
、
活
動
を
進
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

議
事
に
入
り
、
2
0
1
1
年
度
事
業
報

告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
の
後
、

2
0
1
2
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が

発
表
さ
れ
た
。
審
議
に
入
り
、
予
算
案
に

対
し
て
の
誤
り
の
指
摘
、
事
業
計
画
案
の

新
た
に
設
け
る
東
京
支
部
国
内
奨
学
金
に

つ
い
て
の
多
く
の
質
疑
応
答
の
後
、
す
べ

て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
た
。

支
部
長
、
役
員
の
承
認
、
委
員
の
紹
介

後
、
東
京
支
部
委
貝
が
激
減
し
て
い
る
こ

と
、
今
後
の
委
貝
会
活
動
が
ど
う
あ
っ
て

ほ
し
い
か
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
「
東
京

支
部
委
貝
会
に
関
す
る
話
し
合
い
」
が
も

た
れ
、
活
発
な
討
論
の
後
議
事
は
終
了
し

た
。最

後
に
東
京
支
部
安
貞
で
あ
る
元
モ
ロ

ッ
コ
特
命
全
権
大
使
の
広
瀬
晴
子
氏
に
よ

る
「
光
き
ら
め
く
モ
ロ
ッ
コ
」
と
題
す
る

記
念
講
演
が
あ
り
、
総
会
は
終
了
し
た
。

今
回
は
「
会
貝
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
-
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
し
た
。
今
後
の
支
部
委
員
会
活
動

の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

(
今
村
)

「
東
京
支
部
委
員
会
に
関
す
る

話
し
合
い
」

に
つ
い
て

さ
る
4
月
2
1
日
の
支
部
総
会
で
は
「
東

京
支
部
委
貝
会
に
関
す
る
話
し
合
い
」

の

時
間
を
設
け
、
現
在
支
部
が
置
か
れ
て
い

る
厳
し
い
状
況
に
つ
い
て
出
席
さ
れ
た
会

貝
の
方
々
と
率
直
な
話
し
合
い
を
し
ま
し

た
。
支
部
で
は
安
貞
の
不
足
が
深
刻
で
あ

り
、
こ
の
状
態
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
は
支

部
活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
現

状
に
対
し
て
は
ご
理
解
を
い
た
だ
け
た
も

の
と
推
察
し
て
お
り
ま
す
が
、
具
体
的
な

解
決
策
を
得
る
ま
で
に
は
い
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

総
会
当
日
、
出
席
の
皆
さ
ま
に
支
部
活

動
へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
「
委
貝
に
な
っ
て
も

よ
い
/
将
来
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
項
目
に
は
、
残
念
な
が
ら
希
望
者
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
次
の
方
を
委

員
に
推
薦
し
ま
す
」
と
い
う
項
目
で
は
6

名
の
会
員
の
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
「
発
送
等
臨
時
に
手
伝
う
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
会
貝
が
8
名
あ
り
、
こ
れ

ら
の
方
々
に
は
今
後
お
手
伝
い
を
お
願
い

す
る
予
定
で
す
。
ま
た

「
支
部
の
活
動
と

し
て
望
む
こ
と
は
̃
」
と
い
う
項
目
に
は

「
会
貝
相
互
の
親
睦
」
、
「
時
事
的
な
関
心

事
の
講
演
会
」
、
「
勉
強
会
や
譲
吉
会
」
に

特
に
多
く
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
お
り
、
会

員
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
希
望
す
る
一
方
で

知
的
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
る
頼
も
し
い
会
貝

の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た

「
新
し
い
サ
ー
ク
ル
と
し
て
ど
の

よ
う
な
も
の
を
お
望
み
で
す
か
?
」
と
い

う
項
目
に
は
、
「
江
戸
時
代
の
古
地
図
を

読
む
」
、
「
語
学
関
連
」
、
「
善
道
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
請
師
と
し
て
推

薦
さ
れ
た
会
貝
も
2
名
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
は
今
後
の
活

動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
今
回
総
会

に
ご
出
席
い
た
だ
け
な
か
っ
た
会
貝
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
も
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
諾
師
を
お
願
い
で
き
る
会
員
を
ご
存

じ
の
方
は
ぜ
ひ
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。
た
く

さ
ん
の
会
貝
が
気
楽
に
参
加
で
き
、
会
貝

同
士
の
交
流
を
よ
り
深
め
て
い
け
る
活
動

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

(
堀
内
)
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京
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会
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念
講
演
)

(
.
1
2
・
4
・
笠

「
光
き
ら
め
く
モ
ロ
ッ
コ
」

I
改
革
の
進
む

北
ア
フ
リ
カ
の
親
日
国
-

請
師

広
瀬

晴
子

こ
の
4
月
か
ら
法
人
格
が
「
一
般
社
団

法
人
」
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
事
務
処
理

や
東
京
支
部
活
動
を
進
め
る
支
部
委
貝
会

の
メ
ン
バ
ー
不
足
を
ど
う
解
決
す
る
か
、

な
ど
な
ど
、
今
回
の
支
部
総
会
は
様
々
な

意
見
交
換
が
白
熱
し
、
終
了
子
定
時
間
が

長
引
き
休
憩
タ
イ
ム
が
不
十
分
な
ま
ま
記

念
講
演
が
開
始
と
な
っ
た
。
疲
れ
が
残
る

会
場
内
の
雰
囲
気
が
少
々
心
配
だ
っ
た
が

「
光
き
ら
め
く
モ
ロ
ッ
コ
」
演
題
そ
の
ま

ま
の
透
明
で
明
る
く
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

風
景
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
る
と
、

一
眼
に
し
て
会
場
内
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

モ
ロ
ッ
コ
と
は
ど
ん
な
国
な
の
か
、
人
々

の
暮
ら
し
は
と
魅
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。

講
師
の
広
瀬
晴
子
氏
は
モ
ロ
ッ
コ
特
命

全
権
大
便
と
し
て
赴
任
。
任
務
終
了
後
も

長
期
に
渡
っ
て
当
地
に
滞
在
。
2
年
前
に
帰

国
さ
れ
、
現
在
東
京
支
部
会
貝
で
も
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
北
西
部
に
位
置
す
る
ア
ラ
ブ

系
の
国
、
碧
い
空
に
モ
ス
ク
の
白
い
建

物
、
ラ
ク
ダ
に
オ
リ
ー
ブ
の
木
と
映
画
「
カ

サ
ブ
ラ
ン
カ
」
の
印
象
の
み
。
親
近
感
は
あ

っ
て
も
情
報
は
少
な
く
、
モ
ロ
ッ
コ
の
現

況
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ア
ラ
ブ
の
春
と
言
わ
れ
る
民
主
化
の
嵐

が
吹
き
荒
れ
た
北
ア
フ
リ
カ
で
安
定
し
た

立
憲
君
主
制
を
維
挿
し
、
国
民
に
人
気
の

あ
る
若
き
国
王
の
も
と
、
改
革
が
大
き
く

進
み
昨
秋
の
総
選
挙
で
穏
健
イ
ス
ラ
ム
党

首
が
首
相
と
な
り
昨
年
の
1
2
月
に
新
内
閣

が
発
足
。
近
代
化
が
い
よ
い
よ
進
む
中
、

人
々
の
生
活
は
急
速
に
変
化
し
て
い
る
と

広
瀬
氏
は
語
ら
れ
、
次
々
に
紹
介
さ
れ
る

ス
ラ
イ
ド
か
ら
も
そ
の
様
子
が
理
解
で
き

て
新
鮮
だ
っ
た
。

基
本
的
に
牧
畜
と
農
業
で
暮
ら
し
て
い

る
人
々
も
近
年
は
ご
多
分
に
も
れ
ず
現
金

収
入
の
た
め
多
く
が
街
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
出
稼
ぎ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
教

育
向
上
の
た
め
の
学
校
建
設
も
進
め
ら
れ

て
は
い
る
が
、
山
と
砂
漠
と
い
う
風
土
上

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
容
易
で
は
な
く
、
通
学

の
便
が
悪
く
学
生
が
定
着
し
な
い
。
今
も

識
字
率
は
5
6
・
4
%
だ
そ
う
だ
。

新
し
く
国
造
り
を
し
て
い
る
様
子
に
興

味
は
尽
き
な
い
。
続
き
の
機
会
を
ぜ
ひ
と

期
待
し
て
い
る
。

(
芦
澤
)

☆
会
貝
か
ら
の
寄
稿
コ
ー
ナ
ー
を
始
め

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
投

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

へ書
評
◆

東
京
支
部
会
員

寄
稿
コ
ー
ナ
ー

と
さ
え
だ
ひ
ろ
こ

高
校
の
「
女
性
」
校
長
が

少
な
い
の
は
な
ぜ
か

-
道
府
県
別
分
析
と
女
性
校
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
探
る
-

河
野
銀
子
・
村
松
康
子

編
著

二
〇
一
一
年
十
一
月
一
日

学
文
社
発
行

こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
と
も
な
っ
て
い
る

問
い
に
は
、
日
本
国
内
で
社
会
人
と
し
て

の
体
験
が
あ
る
人
な
ら
ば
だ
れ
で
も
、
直

ち
に
あ
る
答
え
を
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
編
著
者
と

共
同
執
筆
者
と
の
研
究
チ
ー
ム
八
人
は
、

社
会
学
を
駆
使
し
、
あ
く
ま
で
も
科
学
的

プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
、
客
観
的
な
回
答
を

得
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
態
度
に
は

人
間
の
自
由
の
尊
重
と
同
時
に
、
人
間
の

行
動
選
択
に
役
立
ち
た
い
熱
意
と
、
合
理

的
改
革
へ
の
男
気
と
を
、
感
じ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
日
本
人
が
影
響
を
受
け
ざ
る

を
得
な
い
学
校
教
育
現
場
に
人
間
観
の
歴

史
的
歪
み
の
披
寄
せ
が
集
中
し
て
い
る
現

状
で
、
子
ど
も
達
が
蒙
る
不
利
益
は
、
女

の
子
だ
け
で
は
な
く
男
の
子
に
も
及
び
ま

す
。
こ
の
本
に
よ
っ
て
、
女
性
の
校
長
職

へ
の
「
登
用
」

の
具
体
的
事
例
が
統
計
的

そ
し
て
個
別
的
に
「
粕
査
」

さ
れ
た
結

果
、
日
本
教
育
界
の
世
界
的
時
代
錯
誤
の

内
実
が
明
示
さ
れ
ま
し
た
。
も
は
や
喫
緊

の
課
題
と
し
て
、
自
分
自
身
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
意
識
を
改
革
す
る
潮
時
が
来
て
い
る

今
、
す
べ
て
の
人
に
、
特
に
教
育
に
関
わ

る
人
に
ご
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
様
の
行
動
計
画
は
、
「
百

年
河
清
を
待
つ
」
か
、
「
ク
オ
ー
タ
ー
制

を
支
持
す
る
」
か
、
そ
れ
と
も
何
か
ほ
か

の
方
法
で
す
か
。
こ
の
本
は
、
「
女
性
」

校
長
に
限
ら
ず
、
国
公
立
大
学
の
学
生
・

職
貝
、
立
法
・
行
政
・
司
法
な
ど
の
公
共

的
職
場
に
、
性
別
人
口
比
に
見
合
う
ま
で

女
性
の
人
数
を
増
や
す
こ
と
を
、
そ
し
て

こ
の
国
が
人
事
的
座
屈
状
態
か
ら
脱
出
す

る
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
自
身
は
、
女
性
の
校
長
職
志

望
者
全
貝
に
見
合
う
ま
で
に
学
校
(
地
域

に
よ
っ
て
分
校
)

が
増
え
、
一
石
数
烏
効

果
を
見
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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第
一
回
定
時
会
員
総
会
に
参
加
し
て

於
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

(
.
1
2
・
5
・
1
3
)

社
団
法
人
大
学
女
性
協
会
は
本
年
4
月

1
日
か
ら
一
般
社
団
法
人
へ
と
移
行
し
、

5
月
1
3
日
東
京
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

に
て
第
一
回
定
時
会
貝
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
前
日
夕
方

か
ら
新
法
人
ス
タ
ー
ト
記
念
音
楽
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
場
所
は
千
駄
ヶ
谷
駅
前
の

津
田
ホ
ー
ル
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
久
保
陽

子
氏
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
百
武
恵
子
氏
に
よ
る

も
の
で
す
。
東
京
支
部
は
当
日
の
受
付
を

お
手
伝
い
い
た
し
ま
し
た
。

開
場
1
6
時
0
0
分
で
し
た
が
、
直
前
ま
で

リ
ハ
ー
サ
ル
が
続
け
ら
れ
、
受
付
付
近
で

待
つ
間
静
か
に
期
待
が
膨
ら
ん
で
、
会
場

に
入
る
の
が
待
ち
遠
し
い
ほ
ど
で
し
た
。

拍
手
に
迎
え
ら
れ
演
奏
が
始
ま
り
ま
し

た
。
用
意
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
ク

ラ
イ
ス
ラ
ー
、
パ
ガ
ニ
ー
ニ
、
サ
ン
サ
ー

ン
ス
、
バ
ッ
ハ
な
ど
誰
に
も
お
な
じ
み
の

作
曲
家
の
作
品
が
並
び
、
演
奏
は
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
他
の
曲
も
何
か

語
り
か
け
て
く
る
よ
う
で
、
う
っ
と
り
と

聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
サ
ラ
サ
ー

テ
の
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
セ
ン
で
は
最
高

に
盛
り
上
が
り
、
拍
手
鳴
り
や
ま
ぬ
会
場

で
ア
ン
コ
ー
ル
曲
も
い
く
つ
か
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
余
韻
冷
め
や
ら
ぬ
心
地
で

出
口
に
向
か
い
ま
し
た
。
久
保
陽
子
氏
の

C
D
が
何
種
類
か
並
ん
で
販
売
さ
れ
て
お

り
、
奏
者
自
ら
が
サ
イ
ン
を
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
も
あ
り
購
入
者
の
長
い
列
が
で
き

ま
し
た
。
一
人
ず
つ
語
り
か
け
る
と
と
も

に
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
き
る
の
で
、
時
間

は
か
か
る
け
れ
ど
も
誰
も
が
満
ち
足
り
た

表
情
で
、
よ
い
交
流
の
ひ
と
と
き
で
し

た
。
用
意
し
た
ペ
ン
の
イ
ン
ク
が
な
く
な

神
戸
、
仙
台
支
部
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
催
さ

れ
、
群
馬
支
部
か
ら
は
薫
り
高
い
バ
ラ
が

展
示
販
売
さ
れ
て
華
や
ぎ
ま
し
た
。

な
お
第
一
回
総
会
を
祝
っ
て
、
当
日
朝

で
き
た
て
の
紅
白
饅
頭
を
出
席
の
皆
さ
ま

に
お
配
り
し
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と

は
、
手
配
し
た
東
京
支
部
と
し
て
は
嬉
し

い
こ
と
で
し
た
。

(
海
業
)

り
そ
う
で
、

急
い
で
代
わ

り
の
ペ
ン
を

探
す
場
面
も

あ
り
ま
し

た
。翌

朝
、
一

般
社
団
法
人

と
し
て
の
第

一
回
定
時
会

員
総
会
は
、

本
部
主
催
で
会
場
を
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
に
決
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
支
部
か
ら
的
1
7
0
人
の
会
貝

が
集
ま
り
、
会
次
第
に
そ
っ
て
議
事
が
進

み
ま
し
た
。
会
場
の
う
し
ろ
で
は
東
京
や

第
一
回
支
部
長
会
お
よ
び

支
部
長
・
委
貝
長
会
の
報
告

支
部
長

小
澤

紀
子

一
般
社
団
法
人
J
A
U
W
で
は
従
来
の

評
議
貝
会
を
廃
止
し
て
、
代
わ
り
に
支
部

長
会
を
発
足
さ
せ
た
。
評
議
貝
会
や
支
部

長
会
は
全
国
の
支
部
代
表
者
が
一
堂
に
集

ま
り
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
あ
る
。
特
に
今
回
は
法
人
格
の

変
更
に
伴
い
支
部
も
規
約
変
更
な
ど
法
に

沿
っ
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
質

的
か
つ
緊
張
し
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

支
部
長
会
は
総
会
の
前
日
1
3
時
̃
1
3
時

半
に
開
か
れ
た
。
議
事
は
新
法
人
へ
の
対

応
に
関
し
て
、
阿
部
副
会
長
か
ら
①
支
部

活
動
の
う
ち
公
益
性
の
め
る
「
実
施
事

業
」
と
会
員
限
定
の
「
そ
の
他
事
業
」

へ

の
分
別
②
年
会
費
7
千
円
の
う
ち
交
付
金

1
千
円
の
使
途
は
そ
の
他
事
業
に
限
る
こ

と
③
金
融
機
関
へ
の
変
更
届
け
方
法
や
新

規
開
設
に
対
す
る
場
合
の
要
望
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
城
倉
支
部
担
当
理
事
か
ら

④
支
部
規
約
の
作
成
例
が
提
示
さ
れ
た
。

以
上
が
主
た
る
内
容
で
あ
っ
た
。

引
き
続
き
支
部
長
・
委
員
長
会
が
1
3
時

半
か
ら
1
6
時
半
ま
で
開
か
れ
、
こ
の
場
で

質
議
応
答
が
な
さ
れ
た
。
新
年
度
に
な
っ

て
多
く
の
支
部
が
金
融
機
関
へ
変
更
届
け

を
出
そ
う
と
し
た
が
書
類
不
備
の
た
め
で

き
な
か
っ
た
と
み
え
て
、
い
ろ
い
ろ
の
場

合
が
質
問
さ
れ
、
一
方
で
そ
ん
な
に
厳
密

で
な
く
て
も
自
分
の
と
こ
ろ
で
は
通
っ
た

と
い
う
妙
案
も
出
さ
れ
て
、
実
施
者
で
あ

る
支
部
長
や
委
貝
長
に
は
情
報
交
換
の
場

に
も
な
っ
た
。
な
お
不
明
な
場
合
は
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
る
と
総
務
や
財
務
担
当

理
事
か
ら
返
答
が
戻
さ
れ
る
。

真
面
目
に
事
務
処
理
を
し
て
き
た
団
体

ほ
ど
煩
雑
な
法
人
改
革
の
嵐
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
う
の
は
、
政
府
本
来
の
改
革
の

趣
旨
に
沿
わ
な
い
と
思
う
。
団
体
側
が
基

本
を
理
解
し
た
上
で
弾
力
的
に
運
用
す
る

賢
さ
を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

あ
る
支
部
か
ら
、
本
部
役
員
や
本
部
企

画
を
実
施
す
る
場
所
を
全
国
分
散
化
す
る

こ
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。
ま
た
委
貝
長
か

ら
は
支
部
に
対
し
て
協
働
が
要
請
さ
れ

た
。
本
部
と
支
部
間
の
交
流
が
伺
わ
れ
、

頼
も
し
い
結
末
で
あ
っ
た
。
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新
国
際
奨
学
生
が

決
定
し
ま
し
た

東京支部国際奨学金_壱
圏
ジ
工
二
リ
ン
・

ヌ
ガ
イ
さ
ん

(
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

1
9
9
4
年
5
月
2
3
日

生
ま
れ
。
1
8
歳
。
父
母
と
も

に
ピ
ラ
ー
ン
民
族
で
父
親

は
農
業
の
か
た
わ
ら
日
曜

日
に
は
神
父
の
代
わ
り
に

集
会
の
ま
と
め
役
を
す
る

レ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
ダ
ー
と

呼
ぶ
役
割
を
は
た
し
て
い

る
。
年
間
収
入
は
母
親
と

あ
わ
せ
で
も
1
2
0
0
0

ペ
ソ
(
約
2
3
0
0
0
円
)

と
少
な
い
。
小
学
校
、
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
ま
で
は
何
と

か
親
族
の
助
け
で
学
校
に

通
え
た
が
、
さ
ら
に
高
等

教
育
を
受
け
る
の
は
困
難

な
な
か
、
今
回
の
奨
学
金
で
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

サ
ン
ト
ス
大
学
教
育
学
部
(
英
語
専
攻
)

進
学
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
小
学
校

教
師
免
許
の
国
家
試
験
を
受
け
て
、
地
元

の
公
立
小
学
校
の
教
師
に
な
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
教
育
を
受
け

て
将
来
村
の
発
展
の
た
め
に
働
い
て
ほ
し

い
、
と
い
う
ジ
ユ
ニ
リ
ン
の
住
む
村
ラ
ム

ト
ウ
ポ
住
民
の
期
待
は
大
き
い
。

※
な
お
今
年
度
の
奨
学
生
よ
り
奨
学
金
を

年
間
4
万
円
に
増
額
い
た
し
ま
し
た
。

圏

圏

田
園
国
際
奨
学
生
の
近
況

∴

圏
ウ
ム
リ
ナ
・
ガ
ク
パ
・

デ
ィ
ア
ネ
さ
ん

(
在
ル
ワ
ン
ダ
)

今
年
1
月
に
4
年
生
に
な
り
ま

し
た
。
最
終
の
送
金
は
1
月
を
も

っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

圏
カ
ル
メ
ラ
・タ

ン
ポ
ン
ゴ
ク
さ
ん

(
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

今
年
の
4
月
か
ら
5
月
に
か
け

て
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
終
え
、

6
月
に
無
事
大
学
3
年
生
に
な
り

薄
ま
し
た
。
来
年
の
卒
業
ま
で
送
金

を
継
続
し
ま
す
。

ぶ
「

■
「

J
A
U
W
事
業
委
員
会
が
発
足

事
業
委
員
会
委
員
長

加
藤
恭
子

大
学
女
性
協
会
は
今
年
度
よ
り
一
般
社

団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま

で
は
活
動
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
旧
財

務
委
貝
会
が
一
部
補
っ
て
き
ま
し
た
が
、

一
般
社
団
法
人
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
ら
れ
た
資
金
は
セ
ミ
ナ
ー
や
各
種

奨
学
金
な
ど
公
益
目
的
事
業
に
使
用
が
限

定
さ
れ
、
公
益
性
の
な
い
事
業
、
例
え
ば

会
報
や
会
貝
活
動
に
は
そ
の
年
の
収
入
が

あ
て
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
会
費
収
入
だ
け
で
は
す
べ
て
の

活
動
を
行
う
の
に
不
充
分
な
の
で
、
そ
れ

を
補
う
資
金
を
作
り
出
す
の
が
今
回
発
足

し
た
事
業
委
員
会
の
仕
事
で
す
。

委
貝
は
現
在
幼
名
。
活
動
は
(
A
)
(
B
)

(
C
)

(
D
)

(
E
)

の
5
グ
ル
ー
プ
に
分

け
ま
し
た
。
(
A
)

バ
ザ
ー
、
見
学
会
、

バ
ス
旅
行
、
食
事
会
、
(
B
)
歌
舞
伎
・
能
・

狂
言
・
文
楽
・
オ
ペ
ラ
な
ど
の
観
劇
、
(
C
)

コ
ン
サ
ー
ト
、
(
D
)
講
座
・
講
演
会
、
(
E
)

新
春
の
つ
ど
い
、
支
部
交
流
の
親
睦
旅
行

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
先
の
久
保
陽

子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
多
く
の

皆
さ
ま
の
参
加
を
得
て
、
約
5
3
万
円
の
収

益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
(
A
)

グ
ル
ー
プ
の
企
画
で
毎
月
第
三
水
曜
日
は

事
務
所
で
ミ
ニ
バ
ザ
ー
が
開
か
れ
ま
す
。

事
業
委
貝
会
の
活
動
に
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
一

緒
に
考
え
実
行
し
、
ぜ
ひ
活
躍
の
場
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
女
性
協
会
東
京
支
部

2
0
1
2
年
度

新
役
員
・
新
委
員

支
部
長

副
支
部
長

書
記

会
計

監
査

小
澤
紀
子

大
川
薫
代

堀
内
洋
子

鈴
川
佳
子

早
瀬
陽
子

竹
井
香
州
子

今
村
麻
子

坂
上
栄
美
子

森
川
淳
子

委
員
(
五
十
音
順
)

芦
澤
紗
知
子

岩
田
良
子

酒
棄
美
智
子

玉
津
淑
子

野
口
紀
美
子

村
木
晴
子
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(
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学
会
)

支
部
総
会
の
事
業
計
画
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学

会
、
「
ソ
ラ
マ
チ
で
食
事
を
し
て
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
に
の
ぼ
ろ
う
」
を
左
記
の
よ
う
に

開
催
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

記

開
催
日

u
月
2
0
日
(
火
)

昼

食

イ
サ
ー
レ
シ
ユ
ウ
チ
ェ
ロ

(
ソ
ラ
マ
チ
0
0
F
)

新
感
覚
イ
タ
リ
ア
ン
の
お
店

で
す

参
加
費

5
0
0
0
円

*
申
込
み
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
9

月
に
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

★
水
墨
画
教
室

・
第
二
木
曜
日

午
後
一
時
半
̃
三
時
半

・
I
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
日
高
絹
子
(
絹
紅
)
会
貝

・
初
心
者
歓
迎

若
干
名
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
森
川
淳
子

(
寄
〇
四
五
-
五
八
三
-
三
四
三
〇
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

・
第
一
水
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
諸
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

・
連
絡
先
・
堀
内
洋
子

(
寄
〇
四
五
-
九
八
三
-
四
六
八
〇
)

「
若
菜
」
よ
り
再
読
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
「
若
菜
上
」

の
半
分
く
ら
い
ま

で
読
み
進
ん
で
い
ま
す
。

☆
伊
勢
物
語
ク
ラ
ス

・
第
二
・
第
三
水
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
諦
師
・
坂
上
栄
美
子
会
貝

・
連
絡
先
・
木
村
和
子

(
食
〇
三
-
三
三
二
八
-
八
四
六
九
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

・
第
三
・
第
四
火
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
食
〇
三
⊥
二
三
三
六
-
四
六
二
人
)

再
び
「
桐
壷
」
か
ら
読
み
始
め
、
「
帝

木
-
両
夜
の
品
定
め
」
か
ら
「
空
蝉
」

に
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

★
英
語
講
座

講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授
を

中
心
に
「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
」
を
ず

っ
と
講
読
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
了
月
を
も
っ
て
講
座
を
終
了
し
ま

す
。

東
京
支
部
委
貴
会
の
委
員
を
募
集
中
!

毎
月
(
8
月
は
夏
休
み
)
第
2
水
曜
日

に
委
貝
会
が
あ
り
ま
す
。

み
や
す
い
楽
し
い
企
画
を
ご
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機
を
購
入
し
ま
し
た

一
枚
2
0
円
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
〃

圏
住
所
等
ご
変
更
の
場
合
は
、
事
務
所
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

圏
使
用
済
み
の
切
手
を
事
務
所
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

圏
会
費
未
納
の
方
は
、
用
紙
の
「
振
込
み

の
ご
案
内
」
を
参
照
の
上
、
ど
う
ぞ
お

早
め
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

.

会
員
の
皆
様

の
ご
参
加
、
ご

協
力
を
ぜ
ひ
お

願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
発
送
や

受
付
な
ど
当
日

だ
け
の
お
手
伝

い
も
歓
迎
し
ま

す
。
事
務
所
ま

で
電
話
か
メ
ー

ル
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
親
し

(
編
集
後
記
)

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
。
今
年
は
こ
の

時
期
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
記
録
的
束
雨
が

九
州
北
部
を
襲
い
多
大
な
被
害
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
異
常
気
象
、
原
発
、
政
治
の

混
乱
-
生
活
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
漠
と
し
た
不
安
を
抱
き
つ
つ
右
往

左
往
す
る
ば
か
り
。
日
常
を
平
穏
に
暮
ら

す
こ
と
の
大
切
さ
と
有
難
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
猛
暑
の
夏
、
皆
さ
ま
御
身
大
切

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

(
A
・
H
・
S
・
T
)
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も
し
び
五
二
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二
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部
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